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１．目的

リチウムイオン 2次電池の高エネルギー密度化、大容量化の進展に伴い、その品質、安全管理の水

準向上が急務となってきた。一方、近年我々は、電子素子、電子部品の駆動時に漏洩する磁場の計測

データを境界条件として、磁場の基礎方程式を解析的に解き、これら内部の磁場分布、電流密度分布

を画像再構成し高分解能映像化するサブサーフェス磁気イメージングシステムの開発を進めてきた 1。

静磁場の計測のため、非磁性体にて構成される電子素子、電子部品において、光学的な映像化方法の

適用が困難な、配線、電極等の金属材料下の故障解析 2に有効である。本研究では、短絡部位を有する

故障多層蓄電池に本システムを適用し、電流集中箇所の映像化および電流検出限界を検討した結果を

報告する。

２．実験・結果

実験では、内部に短絡部位を有する巻回型多層蓄電池を作製し、評価用試料として使用した。短

絡部位の作製では、直径 300 μm程度の銅片を正極集電体、負極集電体間に挿入した。挿入後、巻回

した多層蓄電池は、0.1 mm厚のアルミラミネートフィルムケースに封入した(Fig. 1)。作製した短絡部

位を有する多層蓄電池に周波数 1.0 kHz, 400 mAppの電流を印加し、ケース周辺にて、磁気センサ(TMR

素子, 典型値 100 pT/√Hz)を 2次元走査することによって漏洩磁場の空間分布を計測した。計測によっ

て得られた磁場データマトリックスを用いて、我々が開発した電磁場再構成理論 1により蓄電池内にお

ける“短絡部位近傍の磁場分布“、電流密度分布を再構成し、2次元映像化した。画像再構成に要した

時間は、汎用計算機にて 1秒程度であった。Fig.2に短絡部位近傍の再構成 2次元磁場分布画像を示す。

講演では、検出可能な電流値、空間分解能について、その詳細を報告する。
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Fig.1 短絡蓄電池（捲回型）の構造。 Fig.2 短絡蓄電池の写真,蓄電池内部の 2次元磁場分布再構成像。
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